















 研究の背景として、筆者は学部 3 年次の 8月に立教大学 ESD 研究所のプロジェクトである「対
馬アクションリサーチ合宿」に参加し、同研究所所長の阿部治教授と学生 2 人と共に 5日間長崎
県対馬市に滞在した。また、同年 8月に所属する阿部治ゼミのゼミ合宿として、5 日間北海道羅
臼町に滞在した。 
 対馬市と羅臼町は、2016 年度に立教大学 ESD 研究所が ESD 研究連携に関する覚書を締結した
3 ヶ所の自治体のうちの 2ヶ所である。そのため、残りの 1ヶ所である静岡県西伊豆町にも興味
を持ち、本論文の研究の調査地とした。 
 上記 2 回の合宿をきっかけに、ESD を通じた地域創生に興味を持ち、本論文のテーマとした。













に結びつく教育（ESD）の中で、キーワードとなるものを ESD に必要な要素としてまとめる。 
 
３.インタビュー調査 
 西伊豆町におけるこれまでの ESD の取組は、西伊豆町 ESD推進計画書の 10ページ～17 ページ


























表 1 西伊豆町における ESDの取組の“ねらい”別分類 
A 














3 町探検、乗船体験（安良里～宇久須） （賀茂小２年） 
4 海岸清掃、アサリ復活プロジェクトに関する調べ （賀茂小４年） 
6 千年の森見学 （仁科小３年） 
7 クリスタルビーチで砂遊び （賀茂小１年） 
8 宇久須川上流での川遊び （賀茂小１年） 



























































































































 本論文で用いるデータは、2018年 10月に実施した、松崎高校の 3年生全員を対象としたアン









ているダミーの偏回帰係数 B の値が 1.609 であったことから、進学後 U ターン希望ダミーに対
して正の相関があることがわかる。 
 次に、実際にどのような ESDの取組を体験したら Uターン意識が高まるのかを分析したい。西








ためである。尚、「―」は、偏回帰係数 Bが 0、つまり、影響がプラスマイナス 0のものである。
また、「地元に魅力を感じているダミー」を被説明変数として同様の分析も行った。 
表 2 二項ロジスティック回帰 
 
  B 標準誤差 Wald 自由度 有意確率 Exp(B) 
ステップ 1a 魅力を感じて
いるダミー 
1.609 0.572 7.919 1 0.005 5.000 
定数 -0.916 0.483 3.598 1 0.058 0.400 
 
表 3 「進学後 Uターン希望」への影響 
 
    西伊豆町におけるこれまでの ESD の取組 （実施団体名） 全体 西伊豆町 
A 
2 西豆を体験しよう （賀茂中） ○ × 
1
8 
職場体験実習 （松崎高校） × ○ 
3
0 
職場体験 （賀茂中） ○ ○ 
4
6 
西豆学合同発表会 （松崎高校） ○ ― 
4
8 
中高ジオパーク学習会 （松崎高校） × 投入されず 
B 




6 千年の森見学 （仁科小３年） × × 
7 クリスタルビーチで砂遊び （賀茂小１年） ○ ○ 
8 宇久須川上流での川遊び （賀茂小１年） × ○ 
9 ふるさと探し （賀茂小３年） × ○ 
1
3 
ジオ学習 （仁科小６年） × ― 
1
9 
櫓漕ぎ大会 （田子小） × ○ 
2
4 
企業（三角屋水産）見学 （仁科小５年） × ― 
2
5 
ふるさとの素晴らしさを探求し情報発信（CM) （賀茂小５年） ○ 参加者０ 
2
6 
ジオガガイド学習 （賀茂小５年） ○ 投入されず 
3
1 
調査体験学習 （賀茂中） ○ × 
3
2 
鮎釣り（自然クラブ） （仁科小） 投入されず 投入されず 
3
6 
安城岬公園の自然観察・植物採集（自然クラブ） （仁科小） ○ 投入されず 
3
7 
ふるさと（仁科・堂ヶ島・沢田）の宝探し （仁科小３年） ○ 投入されず 
3
8 
企業（佐野製麺）見学 （仁科小５年） 投入されず 投入されず 
3
9 
秋見つけ（ドングリ拾い） （賀茂小２年） × 投入されず 
4
0 
松の再生プロジェクトに関する調べ （賀茂小４年） 投入されず 投入されず 
4
1 
３校合同の伊豆半島ジオ学習 （仁科・田子・賀茂小） ○ ○ 
5
0 
ガラス工芸体験 （各小中学校） ○ 投入されず 
5
1 
総合的な学習（郷土学習） （賀茂小） × 投入されず 
C 
5 海の生き物の観察（浮島海岸） （自然と親しむ会） ○ ○ 
1
2 
海の生き物の観察（萩谷海岸） （自然と親しむ会） × 投入されず 
1
7 
小富士・幻の滝に挑戦して富士山を知る （自然と親しむ会） × 参加者０ 
2
9 
川の生き物の観察（那賀川（大沢）） （自然と親しむ会） × 参加者０ 
3
5 














天皇祭（子供太鼓） （安良里自治会） ○ ― 
1
1 
地区内清掃 （安良里自治会） × ― 
4 
屋台の太鼓、笛の練習 （田子南部連合区） ○ × 
2
0 
安良里夏祭り（盆踊り、浜施餓鬼） （安良里自治会） ○ × 
4
2 




清掃活動（堂ヶ島火祭り） （まちづくり協議会） × ― 
1
6 
アカテガニ放仔観察会 （まちづくり協議会） × × 
2
1 
漁船ナイトサファリ （まちづくり協議会） ○ × 
2
2 
サンマ船見学会 （まちづくり協議会） 投入されず 投入されず 
4
4 
環境美化活動 （まちづくり協議会） 投入されず 投入されず 
9 
ふるさと安良里再発見 （まちづくり協議会） 投入されず 投入されず 
2
3 
まちおこし横丁夏祭り （まちづくり協議会） × × 
3 
子供会秋祭り支援 （まちづくり協議会） × ○ 
4
7 
黄金崎松の再生プロジェクト （まちづくり協議会） 投入されず 参加者０ 
5
2 











































































識を高める ESD の取組が、間接的に Uターン意識を高めるということである。そのため、U ター
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